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Abstract
This paper examines current issues on the close relationship between townscapes and conservation 
of the historic sites in Tsushima Island on the border between Korea and Japan.　This will be based 
on the Research Project on the Buildings of Townscape in Tsushima City, Nagasaki Prefecture 
with civic collaboration from November ２００４ to February ２００５.　This also analyses conservation 
problems on the historic site of Tosui NAKARAI’s birthplace［半井桃水生家跡］.　This Research 
Project was carried out by both the general survey and intensive research, thus, they have revealed 
distribution of the ４３６ historic sites and １１ detailed features around Izuhara- town as the central 
area of Tsushima now and the former capital of the Tsushima clan, during the Edo period［１６０３
１８６８］.　One of these sites has been believed as the birthplace of Tosui NAKARAI［半井桃水１８６０１９２６］, 
a famous novelist during the Meiji and Taisho eras born in Tsushima.　Athis site was demolished 
that building in ２００５ and it was a symbolic event to indicate the contemporary issues.　As necessity 
of the close relationship between the townscapes and conservation of the historic sites has increased 
in the world context as well, Tsushima will be expected to play such an important role today.
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しながら、現在生きる人々ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ から、そこに生きたヽ ヽ ヽ
人々ヽ ヽ に対する「記憶」の場として、「未来」に
向けてのまちなみ景観や歴史・文化の保存・活
用を捉えなおす可能性が残されている（俵［２００８：
４６４８］）。
　現在、対馬市では、国境離島という地理的条
件を生かした国際交流の推進や、多彩な自然や
歴史・文化を生かした体験型観光の推進が行わ
れ、東アジア諸国、特に韓国との国際交流も活
発である（図１８）。一方、２０１２年１０月に起きた
対馬仏像盗難事件を発端とする「対馬アリラン
祭」の開催中止など１７）、韓国人観光客に対する
警戒感も依然として少なくない。そうした中、
「半井桃水生家跡」の解体後に建設された「対
馬市まちづくりコミュニティー支援交流館「半
井桃水館」」では、調査にかかわったスタッフ
が中心となり、桃水関連の資料の展示や地域住
民、韓国人観光客との交流、日韓共同のイベン
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図１８　対馬アリラン祭（八幡宮前：２００４年筆者撮影）
ト・ワークショップの場を提供するなどの活動
が続けられている（図１９）。一見華々しい国際
交流や文化観光の政策推進ばかりでなく、外国
人／日本人を問わず、こうした様々な地域や文
化を議論する場を得ることは、日々遭遇する異
文化との摩擦を解消し、歴史の未来を変えてい
くために必要なことであろう。
　本稿で論じた景観まちづくりと遺跡保存の問
題は、地域を超え、国境を超える。日韓国境、
対馬はそこで重要な役割を果たすことが期待さ
れるのである。
付記・謝辞
本稿は２００６年１月大阪市歴史文化博物館で開催され
た『世界考古学会議中間会議大阪大会２００６：共生の考
古学―過去との対話―遺産の継承』での口頭発表「ポ
ストコロニアリズムとエコロジー：日韓国境、対馬に
おける事例から」の内容をもとにしている。執筆後１０
年近くが経過し、対馬をめぐる状況も大きく変化した
が、当時の状況を記録する意味も考慮し、必要最小限
度の加筆・修正にとどめ、論文の骨子は変えずそのま
まとした。
本稿に述べた以外にも建築学や観光学など取り上げ
るべき視点は多々あるが、筆者の専門分野（考古学）
を対象としていたため、十分目配せできなかった。景
観・文化資源の未来形を模索する上で、人々には暮ら
しと生活があることから生業の創出が欠かせないこと
は確かである。「観光まちづくり」をキーワードに、
活動そのものが観光として生業を生む経済の在り方が
望まれる。実際、本稿で扱った事例も、専門的な調
査・保存・活用を業務とする民間団体（まちづくり文
化研究所）を設立し、地元の人々をスタッフとして雇
用・育成する計画であった（実現には至らず、その意
味で本稿は「失敗の記録」でもある）。従来の産業構
造とは違った生業を創出するために、地域の歴史・文
化を深く知る考古学者がデザインする余地は十分あ
る。そのために、個人の権利と公共の福祉を整理し、
例えば「竹富島憲章」のような個人の権利よりも上位
となる島内ルール作りを行うことなどが重要な出発点
となる。また、対馬は国境離島にある地域であり、歴
史的経済的に韓国との交流も欠かせない。一方、新た
なグローバルな文化経済が進む今日、「遺跡は誰のた
め、何のためにあるのか」という問いは、現代の考古
学・人類学者に突き付けられた難題である。確固とし
た学術的な基盤と共に、景観・文化資源の保存・活用
の社会的意義を見定めるため、本稿で論じた視点によ
る調査研究を積み重ねる必要があり、引き続き対馬出
身者の一人として考古学の分野から貢献していきた
い。
最後に、名称をあげることはしないが、本稿を執筆
するにあたりお世話になった各機関および未熟な筆者
の議論に対しご指導、ご教示いただいた諸先生、諸氏
に深甚の謝意を表したい。
注
１）金坂清則の訳注によれば１８９４年２月末頃のもの
といわれる（バード［２００５：２３３２３４］）。
２）戦前の写真資料として永留［２００２：２７４８］を
参照。
３）２００２年７月１４日～７月２２日、旧峰町が主体とな
り同町の三根遺跡、井手遺跡の日韓共同発掘およ
び日韓文化講演会「対馬と韓国―弥生・中世―」
が実施されている（峰町教育委員会［２００３］）。
４）慶応義塾大学夏季特別研究プロジェクト「朝鮮
通信使を介した日韓共同歴史環境整備の手法開発
に関する研究」（担当教員：三宅理一）。２００５年８
月から２００６年９月の２カ年、三次にわたり対馬島
内の１１９の集落における分布調査を実施し、合計
７２棟の近世民家を確認・記録、うち５棟について
実測調査を行っている（三宅，山口編［２００６］）。
５）草場佩川（くさば　はいせん：１７８７１８６７）は
肥前多久に生まれ、２３歳で江戸昌平黌に学び、古
賀精里に師事したのち、佐賀藩儒となり、藩校弘
道館教授に任じた。代表作に詩集『佩川詩鈔』（嘉
永６年）があり、『文久二十六家絶句』（文久２年）
にも採録されるなど、詩人として高い評価を受け
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図１９　対馬市「半井桃水館」
　　　（表門より：２０１３年７月筆者撮影）
る。字は芳、通称瑳助、珮川（後に佩川）は号で
ある（高橋［２０１３］）。
６）対馬島内に所在する近世民家（武家住宅）の建
築学的研究では、対馬藩を仲介とした朝鮮建築と
の交流関係が指摘されている（山口洋賢「近世倭
館と対馬の建築遺産―対馬藩を仲介とした建築様
式に関する研究―」（口頭発表）、第１回 世界遺
産・対馬学セミナー、東京外国語大学海外事情研
究所、２００７年４月２１日）。
７）「府内士の部」（安藤，梅野編［１９９０］）。
８）桃水の生涯の活動と思想については、上垣外
［１９９６］を参照。
９）『一葉日記』では明治２４～２５年頃。桃水は１８９２
（明治２５）年に自費出版の同人誌「武蔵野」を創
刊、一葉の処女作「闇桜」を掲載するほか、経済
的な援助を続けた。一葉は『にごりえ』『たけく
らべ』など数々の作品を執筆し、１８９６（明治２９）
年、享年２４歳で病没した。
１０）ただし本調査以前、関係者により定期的な掃除・
除草作業や老朽化した武家屋敷門の解体作業が行
われており（新建材により復元）、調査後には、
敷地建物の解体に伴う「半井桃水」生家跡礎石等
記録調査が実施されている（対馬市教育委員会
［２００５］）。
１１）「景観緑三法の制定について」国土交通省 HP。
１２）「文化財保護法の一部を改正する法律等につい
て」文部科学省 HP。
１３）「地域における歴史的風致の維持及び向上に関
する法律」国土交通省 HP。
１４）「都市再生整備計画（第２回変更）厳原城下町
地区」（長崎県対馬市、２００６年８月）長崎県土木
部まちづくり推進局都市計画課 HP。なお、本件
の経緯について長崎県土木部まちづくり推進局都
市計画課係長（当時）植村公彦氏よりご教示いた
だいた（２００６年１０月６日付私信）。
１５）「地域における歴史的風致の維持および向上に
関する法律」国土交通省 HP。
１６）地景（スケープ）とは、インド生まれの文化人
類学者アパデュライがグローバルな文化経済を論
じる際に用いた「エスノスケープ」「テクノスケー
プ」「ファイナンススケープ」「メディアスケープ」
「イデオスケープ」の５つの文化フローを指す。
彼が強調するのは、グローバルな文化経済は複合
的で重層的、かつ乖離的な秩序とみなされ、グ
ローバル化が引き起こす状況には、明確な境界や
構造、規則性がないことである。人類学が対象と
してきた「ローカリティ」も複数のコンテクスト
の間の複雑な作用の中で生産されるものとなり、
グローバル化自体が不均衡なローカル化のプロセ
スとして立ち現れる（アパデュライ［２００４：５８
１２７］）。
１７）正式名称は「厳原港まつり対馬アリラン祭」。
毎年８月に開催されていた「厳原港まつり」に
１９８０年ごろ朝鮮通信使行列が導入され、１９８８年よ
り「対馬アリラン祭」が名称に加えられた。２０１３
年「対馬アリラン祭」の名称は削除されたものの、
翌年に朝鮮通信使行列は復活している（対馬仏像
盗難事件については永留［２０１３］を参照）。
引用・参考文献
アパデュライ，アルジュン（２００４）『さまよえる近代　
グローバル化の文化研究』（門田健一訳）平凡社
安藤良俊，梅野初平編（１９９０）『対馬藩分権帳』九
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出版社
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バード，イザベラ（２００５）『極東の旅』（金坂清則
編訳）平凡社
荻野昌弘（２００９）「「現在」を保存する社会―事物の
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産と現代』同成社，pp.１５２６
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